




第 3話 お父さん、悪い方の手も使わな

いとだめよ 

ブルンストロームステージを知ろう 

本人の動きのステージに合わせた介助法

や福祉用具を選択しましょう 

じゃんけんでも簡易検査ができます 

ステージⅢ 

集団屈曲が可能 

ステージⅣ 

集団伸展が可能 

ステージⅤ 

手指の分離した動

きが可能 

第 4話 古武術介護の達人あらわる 

伊根町でのリハセンの取り組みを発表してきました 

リハビリテーション・ケア合同研究大会 千葉２０１３  平成２５年１１月２２日 

～超高齢地域での丹後地域リハビリテーション支援センターの取り組み～ 

発表者：東 小百合(丹後地域リハビリテーション支援センター コーディネーター) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 1月    丹後地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～     第 14号③ 

介護風呂 消防団の 上をいく 

 

楽に介助できることも大切ですが、相手に

どう動いて欲しいのか、数年後、どんな姿

でいて欲しいのか思い描きつつ「本人の力

を引き出す」ことが大切です。 

「こういう風に動いてみましょう」とメッセ

ージが伝わる介助 メッセージ介助 をこ

ころがけましょう 



平成 25年度 第 2回事例検討会開催の報告 

45 名の方に参加いただきました。 

 

この回はセラピスト連絡会を中心に企画しました。 

地域リハビリの分野で活躍されている小林修先生を島根県

からお招きし、講義と事例検討をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＦの生活機能モデルを参考に、３事例の状態を「健康状

態」「心身機能・身体構造」「活動」「参加」「環境因子」

「個人因子」に分けて確認し、課題の抽出とアセスメント、

アプローチ方法（個別計画）をグループで検討しました。 

 

平成 26年 1月    丹後地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～     第 14号④ 

介護する 我も行きたい リハビリに 

日時：平成 25年 11月 10日(日) 午前 10時～午後 3時 

テーマ：「生活期を支える地域ケアとリハビリテーション 

      ～事例検討で考える、介護・看護・リハ 多職種連携～」 

講師：小林 修 氏（社会福祉法人 よこた福祉会 デイサービスにこにこ 係長 理学療法士） 

 

病院での「機能障害」から考えを転換して、在宅へ戻ってか

らの「生活機能障害」が生きにくさや暮らしにくさとなっ

ていることを知って欲しい。 

「会いたい人がいる」「やりたいことがある」「行きたい場

所がある」で人は活動するので、それを支える為には各職種

がそれぞれの役割を認識し、連携することが重要である。 

事例検討では… 






